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は
じ
め
に

　

清
朝
末
期
、
列
強
の
侵
入
と
地
理
学
的
知
識
の
拡
大
は
、
中
国
人

の
空
間
概
念
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
林
則
徐
（
一
七
八
五

－

一

八
五
〇
）
の
『
四
洲
志
』（
一
八
四
一
年
）、
魏
源
（
一
七
九
四

－

一

八
五
七
）
の
『
海
国
図
誌
』（
一
八
五
二
年
）
等
の
書
籍
、
清
末
の

海
外
駐
在
使
節
の
日
記
や
文
人
の
旅
行
〉
1
〈

記
、
新
聞
雑
誌
に
よ
る
紹
介

の
ほ
か
、
さ
ら
に
翻
訳
小
説
の
生
き
生
き
と
し
た
描
写
が
、
中
国
人

の
「
異
境
」
に
対
す
る
想
像
力
と
好
奇
心
を
か
き
立
て
、「
旁
諮
風

俗
、
広
覧
地
球
」（
か
の
地
の
人
々
の
暮
ら
し
を
よ
く
見
て
、
広
く

世
界
を
見
渡
す
）
と
い
う
筆
致
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
意
識
を
押
し
開
き
、
清
末
小
説
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で

あ
〉
2
〈

る
。
あ
る
研
究
者
は
、
清
末
小
説
が
「
異
境
」
を
科
学
文
明
に

よ
っ
て
測
ら
れ
る
新
し
い
空
間
体
系
の
中
に
置
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
伝
統
的
な
「
異
境
」
が
持
つ
神
秘
的
な
色
彩
が
変
調
し
、
現
代

性
を
具
え
た
寓
意
空
間
が
成
立
し
た
と
指
摘
す
〉
3
〈

る
。
そ
の
よ
う
に
見

る
と
、
西
洋
天
文
学
の
知
識
が
伝
播
し
た
後
の
清
末
の
宇
宙
空
間

は
、
当
時
の
人
々
に
言
わ
せ
て
み
れ
ば
、
神
秘
的
色
彩
と
現
代
的
性

質
を
兼
ね
備
え
た
新
し
い
「
異
境
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
果
て
し
な

く
広
大
で
、
人
々
の
想
像
を
か
き
立
て
、
そ
の
上
、
新
し
い
科
学
機

器
に
よ
る
観
測
に
よ
っ
て
清
末
小
説
の
登
場
人
物
の
「
壮
大
な
旅
」

が
い
ず
れ
は
実
現
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
小
説

に
と
っ
て
格
好
の
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
小
説
の
主
人
公
た
ち

は
太
陽
系
を
舞
台
に
未
知
の
世
界
を
縦
横
無
尽
に
探
検
す
る
ば
か
り

か
、
惑
星
に
植
民
し
て
宇
宙
の
覇
者
と
な
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

知
識
の
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も
し
地
上
を
離
れ
空
に
昇
り
、
宇
宙
を
旅
行
す
る
な
ら
ば
、
必
ず

何
か
し
ら
の
方
法
で
飛
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
陳
平
原
が

「
清
末
の
幻
想
的
意
味
を
帯
び
た
小
説
に
は
、
往
々
に
し
て
飛
び
回

る
イ
メ
ー
ジ
が
出
現
し
、
そ
れ
を
『
科
学
』
の
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
い
〉
4
〈
る
」
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
近
代
に
創

作
さ
れ
た
り
、
翻
訳
さ
れ
た
り
し
た
科
学
小
説
に
描
か
れ
る
宇
宙
旅

行
の
方
法
か
ら
は
、
作
家
た
ち
の
「
科
学
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

認
識
の
あ
り
さ
ま
、
ま
た
小
説
の
叙
述
と
科
学
知
識
と
の
間
の
引
っ

張
り
合
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
見
た
限

り
で
は
、
清
末
民
初
に
翻
訳
さ
れ
た
科
学
小
説
の
中
で
宇
宙
旅
行
に

関
係
す
る
も
の
は
、
索
子
（
魯
迅
、
一
八
八
一

－
一
九
三
六
）
訳
の

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
（Jules Verne, 1828 ‒1905

）『
月
界
旅
行
』

（
一
九
〇
三
年
）、
木
村
小
舟
（
一
八
八
一

－
一
九
五
四
）
著
、
茂
原

築
江
（
生
没
年
不
明
）
訳
、
王
本
祥
（
生
没
年
不
明
）
監
訳
「
蝴
蝶

書
生
漫
游
記
」（
一
九
〇
三
年
）、
商
務
印
書
館
の
翻
訳
に
よ
る
ヴ
ェ

ル
ヌ
『
環
游
月
球
』（
一
九
〇
四
年
）、
愛
克
乃
斯
格
平
（
本
名
、
生

没
年
不
明
）「
幻
想
翼
」（
一
九
〇
五
年
）、
周
桂
笙
（
一
八
七
三

－

一
九
三
六
）
訳
『
飛
訪
木
星
』（
一
九
〇
七
年
）、
蔣
景
緘
（
生
没
年

不
明
）
編
訳
『
火
星
飛
艇
夢
』（
一
九
一
五
年
）
等
、
少
な
く
と
も

六
点
が
あ
る
。
創
作
作
品
で
は
、
荒
江
釣
叟
（
本
名
、
生
没
年
不

明
）『
月
球
殖
民
地
小
説
』（
一
九
〇
四

－

一
九
〇
五
年
）、
徐
念
慈

（
一
八
七
五

－

一
九
〇
八
）『
新
法
螺
先
生
譚
』（
一
九
〇
五
年
）、
陸

士
諤
（
一
八
七
八

－

一
九
四
四
）『
新
野
叟
曝
言
』（
一
九
〇
九
年
）、

熊
叔
恒
（
熊
十
力
、
一
八
八
五

－

一
九
六
八
）
と
何
見
田
（
何
自

新
、
一
八
八
一

－

一
九
四
四
）「
地
球
末
日
記
」（
一
九
〇
九
年
）、

利
言
（
本
名
、
生
没
年
不
明
）、
廑
父
（
許
廑
父
、
一
八
九
一

－

一

九
五
三
）
共
著
「
七
星
遊
」（
一
九
一
八
年
）
の
五
点
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
科
学
小
説
は
西
洋
の
天
文
学
知
識
に
触
れ
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
作
者
自
身
の
奇
怪
な
想
像
と
天
文
学
知
識
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ

て
い
た
り
し
て
い
る
。
西
洋
の
天
文
学
は
長
い
歴
史
を
持
つ
が
、
一

九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
大
型
で
精
密
な
望
遠
鏡
の
改

良
、
天
王
星
と
海
王
星
の
発
見
、
火
星
人
や
月
人
に
つ
い
て
の
風

聞
、
彗
星
が
地
球
に
衝
突
す
る
と
い
う
予
言
等
に
よ
っ
て
、
当
時
最

も
注
目
さ
れ
る
科
学
分
野
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
テ
リ
た
ち
は
大
衆

の
注
意
と
討
論
を
喚
起
し
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
翻
訳
さ
れ
た

り
、
創
作
さ
れ
た
り
し
た
宇
宙
旅
行
に
関
す
る
科
学
小
説
は
、
当
時

最
も
関
心
を
集
め
て
い
た
話
題
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
作
家

た
ち
の
先
端
科
学
技
術
や
人
類
に
対
す
る
過
激
な
ま
で
の
大
胆
な
想

像
を
体
現
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
代
の
宇
宙
旅
行
に
関
す
る
科

学
小
説
で
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
科
学
的
観
念
が
伝
え
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
教
育
的
意
義
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
知
識

体
系
は
は
っ
き
り
と
し
た
時
代
的
特
徴
を
具
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
天
文
学
の
知
識
と
小
説
の
叙
述
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
引
っ

張
り
合
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
清
末
民
初
の
作
家
は
流
行
の
天

文
学
知
識
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
小
説
の
叙
述
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、「
国
民
的
寓
話
」（N

ational A
llegory

）
あ
る
い
は
帝
国
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主
義
的
色
彩
を
帯
び
た
宇
宙
探
検
を
紡
ぎ
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
が
本
論
の
考
察
す
る
問
題
で
あ
る
。

一
　
天
文
学
と
人
文
学
の
交
差
す
る
と
こ
ろ

　

古
代
中
国
で
は
「
天
」
を
神
聖
で
崇
高
な
も
の
だ
と
見
な
し
て
い

た
。「
天
文
」
は
「
人
文
」
と
の
間
に
密
接
不
可
分
な
関
係
を
有
し

て
お
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
は
、
す
べ
て
太

陽
や
星
々
、
星
系
の
並
び
方
や
運
行
秩
序
と
相
呼
応
し
結
ば
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
縦
方
向
の
「
天
―

人
」
の
結
び
つ
き
と
い
う
の
は
、
連
綿
と
守
り
継
が
れ
て
き
た
中
国

一
千
年
の
文
化
の
揺
る
ぎ
な
き
礎
で
あ
る
と
も
言
え
〉
5
〈

る
。
長
い
歴
史

を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
こ
の
安
定
し
た
構
造
は
、
明
末
の
宣
教
師
マ

テ
オ
・
リ
ッ
チ
（M

atteo R
icci, 1552 ‒1610

）、
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー

ル
（Johann A

dam
 Schall von Bell, 1591 ‒1666

）
等
が
「
地
円
説
」

「
太
陽
中
心
説
」「
地
動
説
」
等
の
天
文
学
理
論
を
も
た
ら
し
た
こ
と

に
よ
り
、
最
初
の
大
き
な
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
士
大
夫

た
ち
の
中
で
保
守
的
な
者
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
た
と
え

進
歩
的
な
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
「
天
地

が
ひ
っ
く
り
返
る
」
よ
う
な
道
理
に
背
く
説
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

難
し
く
、
士
大
夫
の
激
し
い
反
駁
を
受
け
、
西
洋
の
天
文
学
は
中
国

で
は
し
ば
ら
く
影
を
潜
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
清
朝
も
半

ば
を
過
ぎ
る
と
、
西
洋
の
天
文
学
知
識
が
大
量
の
翻
訳
に
よ
っ
て
流

入
し
始
め
、
天
体
観
測
機
器
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
を
動
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
証
拠
と
し
て
、
天
文
学
者
は
事
象
一
つ
一
つ
を
証
明
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
自
強
運
動
以
降
、
イ
ン
テ
リ
層
が
科
学
技

術
の
発
展
を
早
急
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
天
文
学
に
関
す
る
書
籍
を

積
極
的
に
紹
介
し
、
ま
た
多
く
の
宣
教
師
が
執
筆
し
た
一
般
向
け
の

天
文
学
の
読
み
物
に
よ
っ
て
、
中
国
の
読
者
に
最
新
の
西
洋
天
文
学

の
知
識
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
の
伝
統
的
な
思
想
で
あ

る
「
天
―
人
」
連
結
構
造
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
あ
ま
つ
さ
え
そ

の
影
響
は
日
増
し
に
深
ま
り
、
終
に
は
完
全
に
転
覆
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、「
天
」
は
不
可
侵
な
存
在
で

は
な
く
、
観
察
、
測
定
さ
れ
る
実
在
す
る
も
の
と
な
り
、「
人
」
と

「
天
」
と
の
関
係
に
も
激
し
い
変
化
が
起
き
た
の
だ
っ
た
。

　

清
末
の
翻
訳
に
よ
る
西
洋
天
文
学
知
識
の
紹
介
に
は
、
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
ホ
ブ
ソ
ン
（Benjam

in H
obson, 1816 ‒1873

）『
天
文
略

論
』、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｐ
・
ハ
ッ
パ
ー
（A

ndrew Patton H
apper, 

1818 ‒1894

）『
天
文
問
答
』、
魏
源
『
海
国
図
誌
』、
王
韜
（
一
八
二

八

－

一
八
九
七
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
（A

lexander 
W

ylie, 1815 ‒1887

）
共
訳
『
西
国
天
学
源
流
』（
一
八
五
七

－

一
八

五
八
年
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
、
李
善
蘭
（
一
八
一
〇

－

一
八
八
二
）
共
訳
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ェ
ル
（John H

erschel, 
1792 ‒1871 . 

イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
）
著
『
談
天
』（
一
八
五
九

年
。O

utlines of Astronom
y , 1849

）、
ネ
イ
サ
ン
・
サ
イ
ツ
（N

athen 
Sites, 1830 ‒1895

）
訳
『
天
文
浅
説
』（
一
八
七
〇
年
）
等
の
「
新
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学
」
の
書
籍
以
外
に
も
、
さ
ら
に
大
量
の
新
聞
雑
誌
の
文
章
に
よ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
清
末
の
新
聞
雑
誌
で
あ
る
『
察
世
俗
毎
月
統
紀

伝
』『
東
西
洋
考
毎
月
統
紀
伝
』『
万
国
公
報
』『
中
国
教
会
新
報
』

『
新
明
叢
報
』『
益
聞
録
』
等
は
、「
天
文
地
理
」「
天
文
易
知
」「
天

文
略
論
」「
天
文
総
論
」「
天
文
図
説
」「
天
文
叢
談
」
と
い
っ
た
類

い
の
文
章
を
頻
繁
に
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
二
〇
〇
編
を
上

回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
新
聞
雑
誌
の
文
章
が
流
布
し
た
範
囲
は
広
範

囲
だ
っ
た
上
に
、
そ
の
文
章
は
比
較
的
短
く
簡
明
で
分
か
り
や
す

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
伝
え
る
知
識
を
読
者
は
容
易
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
天
文
知
識
の
普
及
に
極
め
て
大
き
な
貢
献
を
し

た
の
だ
っ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
文
章
の
書
き
手
の

多
く
が
宣
教
師
で
あ
り
、
掲
載
さ
れ
た
新
聞
雑
誌
も
往
々
に
し
て
キ

リ
ス
ト
教
の
背
景
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
〉
6
〈
る
。
例
え
ば
、
天
文
学

理
論
の
周
知
啓
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
『
談
天
』
の
訳
者
の

一
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
師
で
あ
っ

た
。
彼
は
序
文
の
中
で
創
造
主
で
あ
る
神
の
「
全
知
全
能
」
を
褒
め

称
え
つ
つ
、
自
身
と
李
善
蘭
が
こ
の
書
を
翻
訳
し
た
目
的
を
「
創
造

主
た
る
神
の
大
い
な
る
力
を
人
々
に
知
ら
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
遠

く
天
空
を
観
測
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
内
省
し
自
己
修
養
に

努
め
、
神
が
定
め
ら
れ
た
常
道
を
逸
し
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
よ
う

に
し
て
報
恩
さ
せ
善
に
導
こ
う
と
す
〉
7
〈

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
王
韜
、
ワ
イ
リ
ー
共
訳
「
西
国
天
学
源
流
」

は
、
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
概
要
を
述
べ
て
い
る
。

　

天
文
学
は
、
古
来
よ
り
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
を
地
球
の
は

る
か
か
な
た
に
導
き
、
万
物
の
理
を
つ
ぶ
さ
に
考
え
さ
せ
、
想
像

力
を
拡
大
さ
せ
る
。
地
球
の
外
の
世
界
を
観
測
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
間
の
想
像
力
を
極
限
ま
で
拡
充
さ
せ
、
数
多
の
惑
星
の
大

き
さ
や
質
量
、
彗
星
の
軌
道
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
星
の

膨
大
な
量
や
宇
宙
の
果
て
し
な
い
広
さ
を
人
間
に
知
ら
し
め
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
は
創
造
主
た
る
神
の
全
知
全
能
を

理
解
す
る
し
、
ま
た
人
間
が
天
と
地
の
間
の
さ
さ
や
か
な
存
在
で

し
か
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
の
で
あ
〉
8
〈

る
。

　

同
じ
よ
う
な
考
え
方
は
、
当
時
の
天
文
学
を
紹
介
し
た
書
籍
や
文

章
の
中
に
必
ず
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
宣
教
師
か

ら
見
れ
ば
、
天
文
学
は
キ
リ
ス
ト
教
と
補
完
し
合
う
関
係
に
あ
り
、

宇
宙
の
星
空
の
恒
久
的
秩
序
は
、
全
能
た
る
神
の
存
在
と
英
知
を
証

明
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
遠
く
天
空
を
観
測
す
る
科
学

的
な
姿
勢
と
内
省
し
自
己
修
養
に
努
め
る
倫
理
的
な
自
省
も
表
裏
一

体
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
的
態
度
は
、
多
く
の

近
代
科
学
小
説
に
は
欠
如
し
て
お
り
、
人
類
の
比
類
な
き
自
信
が
そ

れ
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
思
想
家
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン

ト
（H

annah A
rendt, 1906 ‒1975

）
が
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

（G
alileo G

alilei, 1564 ‒1642

）
の
望
遠
鏡
が
人
類
世
界
に
も
た
ら

し
た
衝
撃
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
新
し
い
道
具
に
よ
っ
て
人
々

は
、「
人
間
は
地
球
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
宇
宙
の
視
点
か
ら
考
え
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た
り
、
さ
ら
に
観
照
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
不
思
議
な
能
力
を

持
ち
、
そ
こ
か
ら
宇
宙
の
普
遍
の
原
理
を
地
球
で
の
行
動
基
準
に

す
〉
9
〈

る
」
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
近
代
の
天
文
学
の
知
識
が
人

類
に
与
え
た
の
は
、
広
大
な
視
野
、
欲
望
の
競
い
合
う
戦
場
の
二
つ

で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
『
月
界
旅
行
』（D

e la Terre à 
la Lune , 1865

）
の
中
の
登
場
人
物
Ｊ
・
Ｔ
・
マ
ス
ト
ン
は
次
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。

　

星
々
を
創
ら
れ
た
の
は
創
造
主
た
る
神
で
す
。
砲
弾
を
製
造
す
る

の
は
わ
れ
わ
れ
で
す
。
創
造
主
た
る
神
が
電
気
や
光
、
風
の
速
さ

を
勝
ち
誇
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
砲
弾
の
速

度
が
疾
走
す
る
馬
や
自
動
車
の
数
百
倍
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
、
秒
速
七
マ
イ
ル
で
飛
行
す
る

新
型
の
砲
弾
が
、
月
世
界
へ
出
発
す
る
の
で
す
か
ら
、
な
ん
て
名

誉
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
〉
10
〈

う
。

　

マ
ス
ト
ン
は
、
創
造
主
た
る
神
と
人
類
と
は
競
合
関
係
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
前
者
は
星
々
を
創
り
、
後
者
は
砲
弾
を
製
造
し
、
両

者
と
も
自
身
の
成
果
を
誇
っ
て
い
る
。
人
類
が
月
に
た
ど
り
着
く
砲

弾
を
発
射
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
天
の
神
様
と
勝
負
を
争
う
と
い
う

よ
こ
し
ま
な
心
理
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

近
代
科
学
小
説
の
世
界
の
中
で
、
宇
宙
の
不
思
議
な
神
秘
は
必
ず

宗
教
の
神
聖
な
雰
囲
気
を
帯
び
て
い
る
の
だ
が
、
人
類
が
宇
宙
を
探

索
す
る
の
は
た
だ
好
奇
心
や
征
服
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
だ
け
で

あ
っ
て
、
広
大
な
宇
宙
の
た
だ
中
で
自
分
の
存
在
の
小
さ
さ
を
再
認

識
し
た
り
、
あ
る
い
は
創
造
主
た
る
神
の
「
全
知
全
能
」
を
証
明
し

た
り
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
近
代
科
学
小
説
の
登
場
人
物
は
、

中
国
の
伝
統
的
な
縦
方
向
の
「
天
―
人
」
構
造
と
い
う
観
念
に
制
限

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
宇
宙
の
星
々
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
観
測
し
探

索
す
る
も
の
で
あ
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
移
民
し
た
り
、
征
服

し
た
り
す
る
対
象
な
の
で
あ
っ
た
。「
天
」
と
「
人
」
と
の
関
係
は

ま
す
ま
す
疎
遠
と
な
り
、
星
回
り
は
も
う
こ
の
世
の
吉
凶
禍
福
を
反

映
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
人
」
の
「
天
」
に
対
す
る
畏
敬
の
念
も

漸
減
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、
清
末
民
初
の
小
説
家

は
新
聞
雑
誌
の
文
章
か
ら
西
洋
天
文
学
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
知
識

を
吸
収
し
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
見
知

ら
ぬ
惑
星
を
鏡
像
と
し
て
中
国
の
政
局
や
社
会
を
批
判
し
て
い
く
こ

と
は
、
宇
宙
旅
行
小
説
の
中
の
「
天
文
」
を
「
人
文
」
で
覆
い
隠
し

て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
清
末
の

政
治
小
説
や
譴
責
小
説
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

二
　
星
空
を
飛
ぶ
方
法

　

科
学
小
説
に
お
い
て
、
科
学
知
識
を
ど
の
よ
う
に
小
説
の
叙
述
と

結
び
つ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
創
作
者
に
と
っ
て
難
題
で
あ
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り
、
研
究
者
が
関
心
を
抱
く
問
題
で
も
あ
〉
11
〈
る
。
魯
迅
（
一
八
八
一

－

一
九
三
六
）
は
自
身
が
翻
訳
し
た
ヴ
ェ
ル
ヌ
『
月
界
旅
行
』（
一
九

〇
三
年
）
の
「
序
文
」
で
述
べ
て
い
る
。

　

思
う
に
科
学
に
つ
い
て
言
い
立
て
る
だ
け
で
は
、
普
通
の
人
は
飽

き
て
し
ま
い
、
最
後
ま
で
読
む
こ
と
な
く
眠
た
く
な
っ
て
し
ま
う

も
の
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
無
理
強
い
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い

こ
と
だ
。
し
か
し
、
小
説
の
力
を
利
用
す
れ
ば
、
詳
細
な
分
析
で

あ
っ
て
も
、
自
然
と
頭
の
中
に
染
み
込
み
、
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と

は
な
い
…
…
学
問
上
の
理
論
を
集
め
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
堅
苦

し
く
な
く
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
い
れ
ば
、
繰
り
返
し
考
え
さ
せ

る
手
間
を
取
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
読
者
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
知
ら
ぬ
間
に
い
く
ら
か
の
知
識
を
得
さ
せ
、
古
く
か
ら
の

迷
信
を
打
ち
破
り
、
思
想
を
改
良
し
、
文
明
を
補
助
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
小
説
の
優
れ
た
力
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
い
う
も

の
な
の
で
あ
〉
12
〈

る
。

　

魯
迅
が
設
定
し
た
前
提
と
は
、
科
学
と
は
難
解
か
つ
無
味
乾
燥
な

も
の
で
、
普
通
の
人
は
全
く
興
味
を
覚
え
ず
、
た
だ
小
説
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
表
現
だ
け
が
、
読
者
の
知
識
吸
収
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
思
想
を
改
良
し
、
文
明
を
補
助
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
科
学
的
内
容
は
必
ず
小
説
と

い
う
形
式
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
も
し
小
説
と
い
う
衣
を
ま
と
わ
な
け
れ
ば
、
誰
も
科
学
知
識
に

手
を
つ
け
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、「
繰
り
返
し

考
え
さ
せ
る
手
間
を
取
ら
せ
る
こ
と
な
く
」、
つ
ま
り
思
索
す
る
こ

と
な
く
得
た
と
い
う
知
識
に
本
当
の
価
値
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
し
作
家
が
心
血
を
注
い
で
書
い
た
科
学
小
説
が
「
い

く
ら
か
の
知
識
」
を
得
さ
せ
る
こ
と
で
し
か
読
者
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
科
学
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
小
説
の
価
値

と
い
う
の
は
実
際
の
と
こ
ろ
「
科
学
」
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
小

説
」
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
（
し
か
し
、
私
た
ち
は

小
説
と
い
う
形
式
の
重
要
性
を
た
っ
た
今
証
明
し
た
ば
か
り
で
は
な

い
か
）。「
小
説
」
の
部
分
が
ど
ん
な
に
巧
み
に
書
か
れ
て
い
よ
う

と
、
そ
れ
は
「
科
学
」
の
た
め
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
科
学

小
説
の
中
に
本
当
の
「
科
学
」
の
成
分
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
知
識

は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
ま
で
深
く
正
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
は
小
説
の
面
白
み
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
物
語
の
進
行
を
自
然
な
も
の
に
す
る
た

め
、
作
家
が
科
学
知
識
を
い
い
加
減
に
持
ち
出
し
、
誰
で
も
知
っ
て

い
る
簡
単
な
原
理
だ
け
で
ご
ま
か
す
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
近

代
に
創
作
さ
れ
た
り
、
翻
訳
さ
れ
た
り
し
た
科
学
小
説
か
ら
、
私
た

ち
が
目
に
す
る
の
は
、「
科
学
」
と
「
小
説
」
と
の
奇
異
な
関
係
で

あ
る
。
そ
れ
は
特
に
宇
宙
旅
行
に
関
す
る
作
品
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

科
学
小
説
が
読
者
を
引
き
寄
せ
た
要
因
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
豪
放
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飄
逸
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
情
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
話
の
辻
褄

が
合
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宇
宙
船
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
清

末
民
初
の
時
期
に
小
説
家
た
ち
が
描
い
た
宇
宙
旅
行
と
い
う
の
は
、

不
可
能
な
こ
と
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
試
み
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
雑
誌
『
科
学
世
界
』『
大
陸
報
』『
新
民
叢

報
』『
政
芸
通
報
』
等
は
、「
星
球
相
通
之
証
明
」「
水
底
行
船
」「
空

中
戦
具
」「
空
際
行
舟
」「
潜
行
水
電
之
発
明
」「
新
式
空
中
飛
行

船
」「
地
球
與
火
星
通
訊
」
等〉

13
〈

、
各
種
の
新
た
な
発
明
や
学
問
上
の

原
理
、
理
論
を
常
に
紹
介
し
続
け
、
中
国
人
作
家
の
好
奇
心
を
刺
激

し
、
彼
ら
の
空
想
科
学
の
世
界
の
礎
を
構
築
し
た
。
一
九
世
紀
末
か

ら
二
〇
世
紀
初
め
の
人
々
は
、
科
学
発
展
の
将
来
性
に
確
信
を
持
っ

て
お
り
、
例
え
ば
、
著
者
不
明
の
「
論
科
学
之
発
達
可
以
闢
旧
小
説

之
荒
謬
思
想
」（
一
九
〇
六
年
）
は
、
小
説
家
の
奇
異
な
想
像
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
科
学
研
究
を
通
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
強
調
し
て
い
る
。

　
　

わ
が
国
で
荒
唐
無
稽
で
あ
る
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の

も
、
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に

は
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
中
に
上
が
る
気
球
は
哪

吒
太
子
が
乗
る
風
火
輪
の
よ
う
で
あ
る
し
、
レ
ー
ル
を
疾
走
す
る

機
関
車
は
戴
宗
の
走
る
の
が
速
く
な
る
神
行
法
の
よ
う
で
あ
る
。

…
…
海
底
旅
行
、
地
底
旅
行
と
い
う
新
発
明
は
土
行
孫
の
地
中
を

泳
ぐ
よ
う
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
土
遁
法
の
よ
う
で
あ
る
し
、
音

声
を
記
録
し
た
蝋
管
を
回
し
て
音
を
出
す
蓄
音
機
は
殷
七
子
の
留

声
術
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
譚
嗣
同
が
言
う
と
こ
ろ
の

月
の
遠
心
力
を
弱
め
て
地
球
に
接
近
さ
せ
る
と
い
っ
た
電
磁
気
学

と
気
象
学
に
ま
た
が
る
新
理
論
も
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
唐
の

玄
宗
が
月
の
宮
殿
に
行
き
遊
ん
だ
と
い
う
お
と
ぎ
話
が
あ
る
が
、

そ
れ
す
ら
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
だ
。
科
学
と
は
実

に
不
思
議
な
も
の
な
の
で
あ
〉
14
〈

る
。

　

彼
は
科
学
の
発
展
に
つ
い
て
極
め
て
楽
観
的
で
あ
り
、
譚
嗣
同

（
一
八
六
五

－

一
八
九
八
）
が
唱
え
た
大
胆
な
方
法
に
よ
っ
て
月
旅

行
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
は
作
者
の
論
理
面
で
の
疎
漏
さ
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
な
に
が
し
か
の
科
学
技
術
の
発
明
が
偶
然
に
も
小
説
家

の
空
想
と
一
致
し
た
と
し
て
も
、
小
説
家
の
空
想
が
こ
と
ご
と
く
最

先
端
製
品
に
転
換
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

決
し
て
な
い
の
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
荒
唐
無
稽
で
あ
る
と
一
笑

に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
」
す
べ
て
が
「
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

る
こ
と
」
に
よ
っ
て
実
現
化
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
清

末
作
家
は
科
学
小
説
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
科
学
知
識
に
つ
い

て
、
と
も
す
れ
ば
同
じ
よ
う
な
心
理
状
態
を
抱
く
よ
う
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
非
科
学
的
な
妄
想
に
よ
る
「
未
来
科
学
技
術
」
が
科
学
と
空

想
の
合
間
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
。

　

近
代
科
学
小
説
の
翻
訳
作
品
を
見
る
と
、
作
家
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
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な
宇
宙
飛
行
の
方
法
を
思
い
描
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
の

『
月
界
旅
行
』〔D

e la Terre à la Lune , 1865

〕
は
冒
険
家
を
乗
せ
た

砲
弾
が
巨
大
な
大
砲
に
よ
っ
て
月
へ
向
け
て
発
射
さ
れ
て
い
〉
15
〈

る
。

「
蝴
蝶
書
生
漫
游
記
」
の
主
人
公
は
「
創
造
主
」
と
一
緒
に
「
風

船
」
に
乗
っ
て
（
飛
行
原
理
は
分
か
ら
な
い
が
）
宇
宙
飛
行
し
て
い

る
。
こ
の
風
船
は
薄
い
紙
で
で
き
て
お
り
、
軽
く
褐
色
で
、
自
由
に

折
り
た
た
む
こ
と
も
で
き
、
広
げ
る
と
設
備
の
整
っ
た
大
き
な
家
に

も
な
り
、
入
り
口
の
小
さ
な
ボ
タ
ン
だ
け
で
と
て
も
小
さ
く
縮
小
す

る
こ
と
が
で
き
〉
16
〈

る
。『
火
星
飛
艇
夢
』
の
主
人
公
は
、「
あ
た
か
も
大

き
な
鳥
の
よ
う
な
、
全
体
が
赤
色
で
、
翼
を
具
え
、
前
部
の
プ
ロ
ペ

ラ
を
回
し
て
起
こ
し
た
風
で
と
て
も
速
く
飛
行
し
、
腹
部
か
ら
は
め

ら
め
ら
と
燃
え
る
よ
う
な
目
も
く
ら
む
光
線
を
発
す
〉
17
〈

る
」
と
い
う
新

式
の
飛
行
艇
に
乗
っ
て
火
星
を
訪
ね
て
い
る
。
周
桂
笙
が
翻
訳
し
た

「
飛
訪
木
星
」
の
葛
林
士
博
士
は
、
隕
石
に
含
ま
れ
る
磁
石
の
引
力

と
斥
力
を
利
用
し
て
、
鉄
道
客
車
を
木
星
へ
と
飛
ば
そ
う
と
す
る
が

成
功
間
際
に
惜
し
く
も
失
敗
し
て
い
〉
18
〈

る
。「
幻
想
翼
」
は
最
も
特
殊

で
あ
り
、
作
者
が
科
学
的
な
説
明
を
全
く
し
な
い
ま
ま
、
主
人
公
の

背
中
か
ら
「
薄
絹
の
よ
う
な
銀
色
」
の
「
幻
想
翼
」
が
突
然
生
え
、

そ
れ
に
よ
っ
て
宇
宙
を
飛
行
し
、
月
に
降
り
た
り
、
流
星
や
彗
星
に

行
っ
た
り
し
て
見
聞
を
広
め
、
太
陽
の
表
面
を
観
察
し
、
水
星
、
金

星
、
地
球
、
火
星
、
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
を
訪
れ
て
い
〉
19
〈

る
。

　

科
学
小
説
の
創
作
作
品
を
見
る
と
、『
月
球
殖
民
地
小
説
』
の
主

人
公
・
龍
孟
華
の
一
家
は
気
球
に
乗
っ
て
月
に
遊
学
し
て
い
〉
20
〈

る
。

「
地
球
末
日
記
」
は
黄
色
人
種
が
砲
弾
に
乗
り
込
ん
で
金
星
に
行
く

こ
と
を
描
い
て
い
〉
21
〈

る
（
こ
の
描
写
は
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
月
界
旅
行
』
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
お
り
、
さ
ら
に
作
品
で
描
か
れ
た
世

界
の
最
後
の
日
の
情
景
は
、
明
ら
か
に
梁
啓
超
（
一
八
七
三

－

一
九

二
九
）
が
翻
訳
し
た
「
世
界
末
日
記
」（
一
九
〇
二
年
）
に
倣
っ
た

も
の
で
あ
〉
22
〈

る
）。
陸
士
諤
『
新
野
叟
曝
言
』
の
飛
行
軍
艦
は
自
艦
で

製
造
す
る
空
気
に
よ
っ
て
宇
宙
を
航
行
し
〉
23
〈

た
。
徐
念
慈
『
新
法
螺
先

生
譚
』
と
、
利
言
、
廑
父
共
著
「
七
星
〉
24
〈

遊
」
は
宇
宙
飛
行
の
過
程
に

重
点
を
置
い
て
い
る
も
の
の
、
飛
行
の
原
理
に
つ
い
て
の
説
明
は
と

て
も
簡
単
な
も
の
で
、
あ
ま
つ
さ
え
粗
略
で
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
る
。
法
螺
先
生
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
に
立
ち
、
魂
を
精
錬
し
た

「
不
思
議
な
光
」
を
照
射
し
て
全
世
界
を
明
る
く
照
ら
し
た
の
だ

が
、
う
っ
か
り
手
を
滑
ら
せ
て
魂
を
地
面
に
落
と
し
て
し
ま
う
。
す

る
と
、
そ
の
反
動
で
大
気
圏
を
飛
び
出
し
て
月
に
衝
突
し
、
そ
の
後

は
水
星
や
金
星
ま
で
飛
び
、
さ
ら
に
太
陽
を
数
周
し
て
か
ら
地
球
に

墜
ち
て
い
〉
25
〈

る
。
こ
の
宇
宙
旅
行
の
動
力
は
主
に
弾
力
と
惑
星
の
自
転

で
あ
〉
26
〈

る
。「
七
星
遊
」
の
作
者
の
想
像
は
幽
玄
で
、
飛
行
艇
自
体
の

重
量
が
比
較
的
大
き
く
引
力
か
ら
逃
れ
よ
う
が
な
い
た
め
、
飛
行
艇

の
固
体
は
す
べ
て
気
体
に
精
錬
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
空
気
中
に
浮
揚
し
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
必
要
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
空

中
に
舞
い
上
が
る
の
で
あ
る
。
飛
行
艇
に
乗
り
込
ん
だ
乗
客
も
気
体

化
さ
れ
て
空
に
揚
が
る
の
だ
〉
27
〈

が
、
さ
て
身
体
は
ど
の
よ
う
に
し
て
気

体
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
気
体
化
し
た
後
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
固
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体
に
戻
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
理
を
作
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

　

人
間
の
肉
体
は
、
チ
ッ
素
、
水
素
、
炭
素
、
酸
素
の
四
つ
の
気
体

の
化
合
物
で
あ
る
。
化
合
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
分
解
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
。
…
…
神
霊
も
ま
た
気
体
だ
が
、
神
霊
は
陰
の

気
を
帯
び
て
い
る
た
め
粘
着
力
が
な
く
、
凝
固
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
人
間
は
陽
の
気
を
帯
び
て
い
る
の
で
粘
着
力
が
強
く
、
分

解
し
て
も
ま
た
寄
り
集
ま
る
こ
と
が
で
き
〉
28
〈

る
。

　

作
者
は
西
洋
の
科
学
が
発
見
し
た
チ
ッ
素
、
水
素
、
炭
素
、
酸
素

を
持
ち
出
す
と
、
漠
然
と
し
た
「
化
合
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
人

体
の
仕
組
み
を
適
当
に
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
化
合
」
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
当
然
「
分
解
」
も
す
る
と
い
う
の
で
あ
〉
29
〈

る
。
作
者
は
そ

う
し
た
空
想
科
学
の
言
葉
を
中
国
伝
統
の
陰
陽
説
に
接
ぐ
こ
と
に

よ
っ
て
、
鵺
の
よ
う
な
「
科
学
」
理
論
を
作
り
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
見
て
き
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
以
外
の
近

代
小
説
家
に
つ
い
て
言
え
ば
、
飛
行
の
原
理
や
機
器
が
科
学
的
に
妥

当
か
ど
う
か
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
く
、
飛
び
た
い
と
思
い
さ
え
す

れ
ば
、
ど
う
で
あ
っ
て
も
空
へ
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
て
し
ま
っ
て

い
た
。
王
徳
威
は
、
清
末
の
科
学
小
説
は
「
知
識
の
枠
組
み

（epistem
e

）
の
転
換
を
例
示
し
て
お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る

特
定
の
歴
史
空
間
に
お
け
る
（
す
で
に
獲
得
し
た
、
あ
る
い
は
想
像

さ
れ
た
）
知
識
の
形
式
の
総
体
的
転
換
で
あ
り
、
必
ず
し
も
知
識
の

内
容
面
の
飛
躍
と
は
限
ら
な
〉
30
〈

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
科
学
教
育

の
観
点
か
ら
見
て
、
生
半
可
な
知
識
に
科
学
的
根
拠
を
欠
く
空
想
を

加
え
た
と
こ
ろ
で
、
本
当
に
大
衆
を
啓
発
し
た
り
、
国
民
を
改
良
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
説
が
描

く
事
柄
に
つ
い
て
言
え
ば
、
狂
気
じ
み
た
空
を
飛
ぶ
想
像
に
本
当
の

斬
新
さ
が
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
代
の
ど
の
よ
う
な

焦
燥
感
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
文
学

的
伝
統
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
今
後

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

三
　
星
間
旅
行
と
宇
宙
植
民

　

近
代
に
創
作
さ
れ
た
り
、
翻
訳
さ
れ
た
り
し
た
科
学
小
説
で
描
か

れ
る
宇
宙
旅
行
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
太
陽
系
内
に
限
ら
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
太
陽
や
月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、

木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
（
当
時
ま
だ
冥
王
星
は
発
見
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
）
を
冒
険
し
て
い
る
が
、
他
の
恒
星
系
に
は
ま
だ
行

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翻
訳
作
品
を
見
る
と
、

ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
環
游
月
球
』（Autour de la Lune , 1870

）
は
三
人
の

冒
険
家
が
砲
弾
に
乗
っ
て
月
を
周
回
す
る
様
子
を
精
緻
に
描
写
す
る

中
で
、
月
の
山
脈
や
湖
、
火
山
、
遺
跡
を
細
か
く
列
挙
し
て
お
り
、

ま
る
で
月
の
地
理
書
の
よ
う
に
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
〉
31
〈

が
、
そ
の
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面
白
味
は
奇
想
天
外
な
『
月
界
旅
行
』（D

e la Terre à la Lune , 
1865

）
に
は
及
ば
な
い
〔
日
本
で
は
『
月
世
界
旅
行
』
の
名
で
知
ら

れ
て
い
る
が
、
本
来
はD

e la Terre à la Lune （
地
球
か
ら
月
へ
）, 

1865

とAutour de la Lune （
月
を
回
っ
て
）, 1870

か
ら
な
る
二
部

作
で
あ
る
〕。
正
確
な
近
代
天
文
学
の
知
識
に
基
づ
く
愛
克
乃
斯
格

平
の
「
幻
想
翼
」
は
、
少
年
・
靄
珂
が
白
衣
の
娘
・
熒
児
に
導
か
れ

て
太
陽
系
を
旅
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
登
場
人
物
た
ち

の
問
答
を
通
し
て
、
読
者
に
自
然
と
新
し
い
知
識
を
消
化
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
は
清
末
の
新
聞
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
た
一
般
向
け
の
科
学
に
関
す
る
読
み
物
「
天
文
問
答
」
に
似

て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
の
欧
米
で
は
す
で
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な

く
な
っ
て
い
た
教
育
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
啓
発
的
な
新

聞
雑
誌
で
は
当
時
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き

は
、「
幻
想
翼
」
の
案
内
者
役
で
あ
る
熒
児
が
、
当
時
の
天
文
学
で

ま
だ
実
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
論
に
つ
い
て
は
、「
分
か
ら
な

い
」
あ
る
い
は
「
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
認
め
る
科
学
的
姿
勢

を
持
っ
て
お
〉
32
〈

り
、
そ
の
他
の
科
学
小
説
の
さ
ま
ざ
ま
な
夢
想
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
作
品
中
、
太
陽
と
水
星
と
の
間

に
あ
る
「
惑
星
の
よ
う
な
小
さ
な
球
体
」
に
つ
い
て
、
靄
珂
が
「
こ

れ
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
熒
児
は
「
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
惑
星
で
あ
る
な
ら
ば
、
バ
ル
カ
ン
と
い
う
名
前
の
は
ず
で
す

が
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い
〉
33
〈

る
。
こ
こ
で
登

場
す
る
バ
ル
カ
ン
（
あ
る
い
は
「
火
神
星
」）
と
は
、
一
九
世
紀
後

半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
天
文
家
た
ち
が
手
を
尽
く
し
て
探
し
て
い
た
惑

星
で
あ
る
。
古
典
力
学
の
計
算
に
よ
る
水
星
の
理
論
上
の
運
動
と
実

際
の
状
況
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
惑
星
軌
道
の
計
算

を
し
て
海
王
星
を
発
見
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
家
ユ
ル
バ
ン
・
ル

ヴ
ェ
リ
エ
（U

rbain Le Verrier, 1811 ‒1877

）
が
水
星
の
運
動
は

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
惑
星
、
す
な
わ
ち
「
火
神
星
」
の
影
響
を
受

け
て
い
る
は
ず
だ
と
推
測
し
て
、
天
文
学
界
に
こ
の
新
惑
星
探
索
の

ブ
ー
ム
を
捲
き
起
こ
し
、
そ
れ
は
数
十
年
後
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

（
一
八
七
九

－

一
九
五
五
）
が
一
般
相
対
性
理
論
を
発
表
し
て
「
火

神
星
」
存
在
の
仮
説
を
覆
す
ま
で
続
い
〉
34
〈
た
。
こ
の
よ
う
に
「
幻
想

翼
」
の
内
容
は
一
九
世
紀
後
半
の
天
文
学
の
研
究
を
忠
実
に
反
映
し

て
お
り
、
作
者
の
個
人
的
憶
測
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
と
比
較
す

る
と
日
本
の
作
家
木
村
小
舟
の
「
蝴
蝶
書
生
漫
游
記
」
の
方
が
面
白

く
、
想
像
力
豊
か
な
作
品
で
あ
る
。「
蝴
蝶
書
生
漫
游
記
」
の
第
三

回
か
ら
第
五
回
に
か
け
て
、
蝴
蝶
書
生
は
「
創
造
主
」
に
付
き
従
っ

て
荒
涼
た
る
無
人
の
月
を
旅
し
、
そ
の
後
は
火
星
に
飛
び
、
水
星
、

金
星
、
地
球
、
火
星
、
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
の
代
表
者

が
集
う
大
会
に
参
加
し
て
、
身
長
一
〇
里
余
り
の
木
星
人
と
炎
を
噴

く
星
雲
を
腰
に
着
け
た
土
星
人
と
知
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の
大
会
で

は
、
火
星
人
主
宰
の
下
、
太
陽
系
の
敵
で
あ
る
彗
星
を
討
伐
す
る
遠

征
軍
派
遣
が
決
議
さ
れ
て
い
〉
35
〈

る
。「
蝴
蝶
書
生
漫
游
記
」
の
プ
ロ
ッ

ト
は
妙
趣
に
満
ち
て
お
り
、
当
時
の
人
々
が
月
や
水
星
、
金
星
、
火

星
、
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
に
つ
い
て
持
っ
て
い
た
知
識
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を
織
り
交
ぜ
て
い
る
以
外
に
も
、
多
く
の
動
植
物
の
知
識
や
生
物
の

進
化
や
絶
滅
を
紹
介
し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
科
学
小
説

と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
の
作
家
に
よ
る
創
作
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
徐
念
慈
の
『
新

法
螺
先
生
譚
』
は
壮
麗
か
つ
大
胆
で
奇
異
な
空
想
を
呈
し
て
お
り
、

霊
魂
の
姿
に
な
っ
た
法
螺
先
生
の
宇
宙
旅
行
は
い
ま
だ
か
つ
て
誰
も

し
た
こ
と
が
な
い
も
の
と
は
い
え
、
彼
が
行
く
先
々
の
星
で
目
の
当

た
り
に
す
る
事
柄
に
は
、
清
末
の
民
族
的
危
機
へ
の
焦
燥
感
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
水
星
の
驚
く
べ
き
「
造
人
術
」
は
、「
衰
え
た
老
人

を
た
く
ま
し
い
少
年
に
改
造
す
〉
36
〈
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ

が
、
明
ら
か
に
梁
啓
超
「
少
年
中
国
説
」（
一
九
〇
〇
年
）
の
「
真

人
」
を
変
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
〉
37
〈

る
。
金
星
の
原
始
的
な
生
き
物
に
含

ま
れ
て
い
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、
悠
久
の
文
明
を
持
つ
中

国
人
が
熱
を
失
っ
て
「
変
温
動
物
」
の
地
位
に
お
と
し
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
際
立
た
せ
て
い
〉
38
〈

る
〔
当
時
、
世
界
を
席
巻
し
て
い
た

西
洋
人
を
恒
温
動
物
に
た
と
え
、
彼
ら
に
対
し
て
劣
勢
な
中
国
人
を

変
温
動
物
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
〕。
そ
の
た
め
、
正
確
な
天
文
学
の

知
識
は
重
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
徐
念
慈
の
関
心
は
結
局
の
と
こ
ろ
清

末
の
民
族
的
危
機
に
あ
っ
た
。
別
の
作
品
を
見
る
と
、
陸
士
諤
『
新

野
叟
曝
言
』
は
夏
敬
渠
（
一
七
〇
五

－

一
七
八
七
）
の
長
編
『
野
叟

曝
言
』
を
揶
揄
し
た
も
の
で
あ
る
。
物
語
は
夏
敬
渠
『
野
叟
曝
言
』

の
続
編
と
な
っ
て
お
り
、
主
人
公
で
あ
る
文
素
臣
は
儒
教
化
を
推
進

し
、
仏
教
と
道
教
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
世
の
中
が
平
和
で
豊
か
に
な
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
急
速
な
人
口
増
、
糧
食
不
足
、
物

価
の
高
騰
と
い
う
危
機
を
も
た
ら
し
、
惑
星
を
植
民
地
化
す
る
こ
と

が
人
々
の
生
活
問
題
を
解
決
し
う
る
最
も
現
実
的
な
方
法
と
な
っ
て

い
〉
39
〈

る
。
陸
士
諤
は
冒
頭
で
『
野
叟
曝
言
』
は
「
た
だ
人
々
を
教
え
諭

す
だ
け
で
、
人
々
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な

い
」
と
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
欠
点
を
指
摘
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら

『
新
野
叟
曝
言
』
を
著
し
て
、「
前
書
の
誤
り
を
正
し
、
そ
こ
で
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
夏
敬
渠
の
旧
作
を
完
全

無
欠
の
政
治
書
と
す
〉
40
〈

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
の

は
、
表
面
的
に
は
Ｓ
Ｆ
性
を
発
揮
し
て
い
る
『
新
野
叟
曝
言
』
だ

が
、
結
局
は
清
末
の
政
治
や
人
々
の
生
活
を
帰
着
点
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

民
国
初
期
の
利
言
、
廑
父
共
著
「
七
星
遊
」
も
、
同
じ
く
想
像
力

が
豊
か
な
作
品
で
あ
る
が
、
正
確
な
天
文
学
の
知
識
に
基
づ
い
て
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
小
説
で
は
、
太
陽
系
の
惑
星
の
住
民
や
事

物
は
す
べ
て
惑
星
の
名
前
と
関
係
が
あ
り
、
作
者
は
字
面
で
意
味
を

暗
示
さ
せ
る
方
法
で
読
者
の
興
味
を
惹
こ
う
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
金
星
は
黄
金
の
世
界
で
、
住
民
に
と
っ
て
は
金
よ
り
も
土
の
方

が
高
価
で
あ
る
。
木
星
は
一
面
に
巨
木
が
茂
っ
て
お
り
、
住
民
は
樹

木
に
穴
を
う
が
ち
住
ん
で
い
〉
41
〈

る
。
こ
う
し
た
想
像
は
、
あ
る
い
は
古

代
中
国
か
ら
伝
わ
る
金
、
木
、
水
、
火
、
土
の
惑
星
と
五
行
説
の
観

念
に
由
来
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。『
史
記
』「
天
官
書
」
に

は
、「
歳
星
」（
木
星
）
は
「
曰
く
東
方
の
木
は
、
春
を
主
る
」、「
熒
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惑
」（
火
星
）
は
「
曰
く
南
方
の
火
は
、
夏
を
主
る
」、「
填
星
」（
土

星
）
は
「
曰
く
中
央
の
土
は
、
季
夏
を
主
る
」
と
あ
〉
42
〈

る
。
作
者
は
主

人
公
が
さ
ま
ざ
ま
な
惑
星
で
遭
遇
す
る
驚
き
や
危
険
を
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
国
の
政
治
や
社
会
の
混
乱
を
風
刺
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
金
星
で
は
犬
や
馬
と
い
っ
た
家
畜
の
た
め
の
学
校
が
設
け
ら
れ

て
い
る
と
聞
い
た
主
人
公
が
、
老
先
生
に
そ
れ
に
つ
い
て
興
味
津
々

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
老
先
生
は
、「
こ
こ
の
人
は
皆
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
学
問
が
あ
り
、
家
畜
も
教
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
に
も
学

校
が
あ
っ
て
、
鶏
や
羊
が
学
ん
で
い
る
。
こ
こ
の
禽
獣
の
文
化
レ
ベ

ル
は
、
地
球
の
住
民
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
」
と
答
え
、
そ
れ
に
対

し
て
主
人
公
は
思
わ
ず
、「
先
生
は
最
近
の
地
球
人
の
物
言
い
や
振

る
舞
い
を
見
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
か
。
実
際
の
と
こ
ろ
奴
ら
は
禽

獣
に
も
劣
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
〉
43
〈
る
。
政
局
風
刺
と
国
民
性
批

判
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、「
七
星
遊
」
は
徐
念
慈
『
新
法
螺
先
生

譚
』
の
「
科
学
で
文
飾
し
た
政
〉
44
〈

論
」
と
い
う
や
り
方
を
受
け
継
ぎ
、

太
陽
系
を
旅
す
る
奇
譚
を
創
造
し
た
後
、
科
学
小
説
を
「
国
民
的
寓

話
」
と
す
る
こ
と
で
、
清
末
の
政
治
小
説
や
譴
責
小
説
と
手
法
は
異

な
る
も
の
の
同
じ
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

清
末
の
作
家
は
夢
の
中
で
宇
宙
旅
行
を
し
て
い
て
も
、
当
時
強
勢

で
あ
っ
た
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
を
宇
宙
に
投
射
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、『
月
球
殖
民
地
小
説
』
で
、
先
進
的

な
月
の
文
明
を
目
の
当
た
り
に
し
た
日
本
の
科
学
者
玉
太
郎
は
苦
悶

の
言
葉
を
漏
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

世
界
は
広
大
で
、
新
奇
な
も
の
に
満
ち
て
い
る
。
…
…
わ
が
明
治

天
皇
が
国
力
を
振
興
し
た
お
か
げ
で
、
わ
が
国
の
臣
民
一
人
一
人

は
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
突
進
し
、
南
方
で
は
台
湾
を
服
従
さ

せ
、
北
方
で
は
韓
国
を
勢
力
下
に
収
め
、
地
球
上
の
強
国
と
し
て

の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
強
国
と
い
う
地
位

と
い
う
の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
実
に
当
て
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
小
さ
な
月
だ
け
を
見
て
み
て
も
、
す
で
に
文
明
は
田
畑

に
ま
で
行
き
渡
り
、
数
年
も
た
て
ば
、
わ
れ
ら
の
地
球
に
や
っ
て

来
て
植
民
地
を
開
き
、
五
穀
を
略
奪
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

月
で
さ
え
な
お
こ
の
あ
り
さ
ま
な
の
だ
。
も
し
人
口
も
文
明
も
わ

れ
ら
よ
り
数
千
倍
数
万
倍
、
あ
る
い
は
計
算
で
き
な
い
程
も
勝
る

金
星
、
木
星
、
水
星
、
火
星
、
土
星
の
五
つ
の
惑
星
と
天
王
星
、

海
王
星
と
次
第
に
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
〉
45
〈

か
。

　

上
に
は
上
が
あ
る
の
で
あ
る
。
明
治
日
本
の
帝
国
主
義
は
玉
太
郎

の
自
省
の
中
で
、
た
だ
の
夜
郎
自
大
な
も
の
と
し
て
は
か
な
く
消
え

て
し
ま
っ
て
い
る
。
陸
士
諤
の
『
新
野
叟
曝
言
』
は
中
国
の
王
朝
の

姿
勢
を
太
陽
系
に
ま
で
広
げ
て
お
り
、
描
か
れ
て
い
る
木
星
の
気
候

は
地
球
の
熱
帯
と
同
じ
よ
う
に
ひ
ど
く
暑
く
、
一
面
は
黄
金
で
覆
わ

れ
、
山
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ
ら
け
で
、
体
が
非
常
に
大
き
い
鳥
類
や

獣
、
天
に
届
か
ん
ば
か
り
の
大
木
が
あ
る
が
、
そ
こ
が
無
住
の
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
皇
帝
は
詔
を
下
す
。
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臣
民
よ
、
若
く
丈
夫
で
惑
星
へ
の
移
住
を
願
う
者
は
、
速
や
か
に

申
請
せ
よ
。
ま
た
、
宇
宙
船
建
造
の
工
匠
を
広
く
求
め
、
皇
室
直

属
の
宇
宙
船
会
社
を
設
け
、
宇
宙
航
行
章
程
を
定
め
、
毎
月
二
便

の
木
星
航
路
を
開
設
す
〉
46
〈

る
。

　

皇
帝
は
、
さ
ら
に
「
征
欧
大
元
帥
」
文
礽
を
木
星
総
督
に
任
じ
、

「
木
星
の
ま
つ
り
ご
と
一
切
を
適
宜
執
行
せ
よ
。
幕
僚
人
事
に
つ
い

て
奏
請
の
必
要
は
な
〉
47
〈

い
」
と
し
た
。
こ
の
「
木
星
植
民
記
」
部
分

は
、
ま
る
で
「
太
陽
の
沈
ま
ぬ
国
」
大
英
帝
国
の
焼
き
直
し
で
あ

る
。
皇
室
直
属
の
宇
宙
船
会
社
と
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
よ

う
に
強
大
な
武
力
に
頼
ん
で
巨
額
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
暑

く
、
土
地
が
豊
か
な
木
星
は
、
当
然
の
こ
と
だ
が
イ
ン
ド
と
同
じ

で
、
宗
主
国
に
延
々
と
経
済
物
資
を
提
供
し
続
け
る
。
清
末
小
説
家

の
「
中
国
の
夢
」
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
主
義
や
欲

し
い
も
の
は
何
で
も
手
に
入
れ
る
覇
者
の
姿
と
い
う
の
は
、
一
貫
し

て
羨
望
し
つ
つ
、
倣
う
べ
き
目
標
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
宇
宙
旅
行

小
説
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

清
末
民
初
に
翻
訳
あ
る
い
は
創
作
さ
れ
た
科
学
小
説
に
お
け
る
科

学
知
識
と
小
説
の
叙
述
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
多
く
の
研
究
者
が
強
い

関
心
を
寄
せ
る
問
題
で
あ
る
。
本
論
は
、
宇
宙
旅
行
に
関
わ
る
小
説

を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
も
科
学
と
小
説
の
奇
異
な
関
係
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
月
界
旅
行
』
と
『
環
游
月
球
』
は

科
学
理
論
を
小
説
的
な
面
白
さ
に
融
合
さ
せ
た
傑
作
で
あ
る
が
、
大

多
数
の
中
国
の
近
代
作
家
は
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
科
学
小
説
は
天
文
学
用
語
が
入
り
交
じ
っ
た
政
治
小
説
、
あ

る
い
は
譴
責
小
説
な
の
で
あ
る
。
西
洋
天
文
学
の
知
識
の
伝
播
は
、

も
と
よ
り
近
代
の
小
説
家
に
幅
広
い
視
野
か
ら
地
球
を
観
測
し
た

り
、
太
陽
系
を
総
覧
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、

登
場
人
物
の
思
考
レ
ベ
ル
は
、
や
は
り
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世

紀
初
期
に
か
け
て
帝
国
主
義
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
た
と
い
う
現
実

の
制
限
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
国
強
兵
を
目
標
と
す
る
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
康
有
為
（
一
八
五
八

－

一
九
二
七
）
が

自
我
を
顧
み
て
人
間
も
ま
た
「
天
」〔
宇
宙
〕
に
浮
か
ぶ
地
球
と
い

う
惑
星
に
住
む
「
天
上
人
」
で
あ
る
と
唱
え
た
よ
う
な
高
度
な
次
元

に
昇
華
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
〉
48
〈

る
。
そ
の
た
め
、
宇
宙
の

星
々
を
巡
る
旅
で
、
人
々
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を

つ
づ
っ
て
は
い
て
も
、
行
き
着
く
先
は
や
は
り
現
実
の
民
族
的
危
機

と
そ
れ
に
対
す
る
憂
患
意
識
で
あ
っ
た
。

注〈
1
〉 
著
名
な
も
の
で
は
、
薛
福
成
『
出
使
英
法
義
比
四
国
日
記
』、

曽
紀
沢
『
出
使
英
法
俄
国
日
記
』、
王
韜
『
漫
遊
随
録
』
が
あ
る
。
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〈
2
〉 

顔
健
富
『
従
「
身
体
」
到
「
世
界
」
│
│
晩
清
小
説
的
新
概
念

地
図
』
台
北
：
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
三

－

一
七
七
頁
。

〈
3
〉 
同
書
、
三
三

－

三
五
頁
。

〈
4
〉 

陳
平
原
「
従
科
普
読
物
到
科
学
小
説
│
│
以
「
飛
車
」
為
中
心

的
考
察
」
呉
岩
主
編
『
賈
宝
玉
座
潜
水
艇
│
│
中
国
早
期
科
幻
研
究

精
選
』
福
州
：
福
建
少
年
児
童
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
七
頁
。

〈
5
〉 

葛
兆
光
「
天
崩
地
裂
│
│
中
国
古
代
宇
宙
秩
序
的
建
立
與
坍

塌
」『
葛
兆
光
自
選
集
』
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九

七
年
、
一
〇
八

－

一
一
〇
頁
。

〈
6
〉 

例
え
ば
、『
東
西
洋
考
毎
月
統
紀
伝
』
は
宣
教
師
カ
ー
ル
・
ギ
ュ

ツ
ラ
フ
（K

arl Friedrich A
ugust G

ützlaff

）
が
創
刊
し
た
も
の

で
、『
中
国
教
会
新
報
』
は
宣
教
師
ヤ
ン
グ
・
Ｊ
・
ア
レ
ン
（Young 

John A
llen

）
と
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ミ
ュ
ー
ア
ヘ
ッ
ド
（W

illiam
 

M
uirhead

）
が
編
集
し
、
後
に
『
万
国
公
報
』
と
改
名
し
た
も
の
で

あ
る
。『
小
孩
月
報
』
と
『
画
図
新
報
』
は
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
Ｗ
・
フ
ァ
ー
ン
ハ
ム
（John M

. W
. Farnham

）
が
主

宰
し
て
い
た
。『
益
聞
録
』
は
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
機
関
誌
で
あ
る
。

〈
7
〉 

偉
列
亜
力（
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
）「
序
」、
侯
失
勒
原

本
、
偉
列
亜
力
口
訳
、
李
善
蘭
刪
述
、
徐
建
寅
続
述
『
談
天
』、『
叢

書
集
成
続
編
』
第
七
八
冊
、
台
北
：
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
八
九

年
、
三
一
四
頁
。

〈
8
〉 

王
韜
、
偉
烈
亜
力
共
訳
「
西
国
天
学
源
流
」『
六
合
叢
刊
』
第

一
巻
第
五
号
、
一
八
六
七
年
。

〈
9
〉 

漢
娜
・
鄂
蘭（
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
）著
、
林
宏
濤
訳
『
人
的

条
件
』
台
北
：
商
周
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
三
六
九
頁
。

〈
10
〉 

儒
勒
・
凡
爾
納（
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
）著
、
魯
迅
訳
『
月
界

旅
行
』、『
魯
迅
訳
文
全
集
』
第
一
巻
、
福
州
：
福
建
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
、
一
七
頁
。

〈
11
〉 

陳
平
原
「
従
科
普
読
物
到
科
学
小
説
│
│
以
「
飛
車
」
為
中
心

的
考
察
」
呉
岩
主
編
『
賈
宝
玉
座
潜
水
艇
│
│
中
国
早
期
科
幻
研
究

精
選
』
福
州
：
福
建
少
年
児
童
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
四

－

一
五
五
頁
。

〈
12
〉 

魯
迅
「
弁
言
」『
月
界
旅
行
』、『
魯
迅
訳
文
全
集
』
第
一
巻
、

五

－

六
頁
。

〈
13
〉 

田
若
虹
『
陸
士
諤
小
説
考
論
』
上
海
：
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇

〇
五
年
、
六
六
頁
。

〈
14
〉 

著
者
不
明
「
論
科
学
之
発
達
可
以
闢
旧
小
説
之
荒
謬
思
想
」

『
新
世
界
小
説
社
報
』
第
二
期
、
一
九
〇
六
年
、
七
頁
。
按
ず
る

に
、
同
様
の
論
点
は
ほ
か
の
清
末
作
家
の
文
章
に
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
包
山
（
包
天
笑
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
科
学
小
説
は
文
明
世
界
を
先
導
し
て
も
い
る
。
世
の
中
に
は
科
学

書
を
好
ま
な
い
者
は
い
る
が
、
科
学
小
説
を
好
ま
な
い
者
は
い
な

い
。
そ
れ
は
文
明
思
想
を
導
入
す
る
の
に
、
最
も
速
く
効
果
的
な
も

の
な
の
で
あ
る
。
あ
る
人
（
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
）
が
著
し
た

『
海
底
二
万
里
』
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
テ
リ
が
潜
水
艦
を
作
っ

て
い
た
。
別
の
あ
る
人
が
著
し
た
『
空
中
飛
行
艇
』
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
イ
ン
テ
リ
が
空
中
飛
行
船
を
作
り
大
西
洋
を
横
断
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
に
は
毒
ガ
ス
砲
弾
が
登
場
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
省

が
購
入
し
て
い
る
し
、
電
話
会
議
が
開
か
れ
た
り
、
ベ
ル
ギ
ー
王
妃
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が
宮
殿
に
居
な
が
ら
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
大
劇
場
の
歌
曲
を
聴
い
た

り
も
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
」（
包
山

（
包
天
笑
）「
訳
余
贅
言
」、
迦
爾
威
尼（
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
）著
、

呉
門
天
笑
生
訳
『
鉄
世
界
』
上
海
：
文
明
書
局
、
一
九
〇
三
年
、
一

頁
）。

〈
15
〉 

儒
勒
・
凡
爾
納
、
前
掲
書
、
五
七

－

六
〇
頁
。

〈
16
〉 

木
村
小
舟
著
、
茂
原
築
江
訳
、
王
本
祥
監
訳
「
蝴
蝶
書
生
漫
游

記
」『
科
学
世
界
』
第
八
期
、
一
九
〇
三
年
、
五
一

－

五
二
頁
。

〈
17
〉 

蔣
影
緘
編
訳
『
火
星
飛
艇
夢
』
上
海
：
進
歩
書
局
、
一
九
一
五

年
、
二

－

三
頁
。

〈
18
〉 

周
桂
笙
訳
「
飛
訪
木
星
」『
月
月
小
説
』
第
五
号
、
一
九
〇
七

年
、
五
四

－

五
八
頁
。

〈
19
〉 

愛
克
乃
斯
格
平
「
幻
想
翼
」『
繍
像
小
説
』
第
五
三

－

五
五

期
、
一
九
〇
五
年
。

〈
20
〉 

荒
江
釣
叟
著
、
董
文
成
校
点
『
月
球
殖
民
地
小
説
』、『
中
国
近

代
珍
稀
本
小
説
』
第
四
冊
、
瀋
陽
：
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
七

年
、
五
三
八

－

五
三
九
頁
。

〈
21
〉 

熊
叔
恒
、
何
見
田
共
著
「
地
球
末
日
記
」（『
漢
口
見
聞
録
』
第

四
二
〇
号
、
一
九
〇
九
年
九
月
二
七
日
第
二
版
）
に
は
、「
氷
人
を

除
け
ば
、
最
も
多
い
の
は
黄
色
人
種
で
あ
る
。
こ
の
人
種
は
、
十
万

年
前
、
我
ら
の
“
大
同
”
思
想
を
唱
道
し
、
世
界
中
の
砲
弾
と
軍
艦

を
溶
解
し
て
大
砲
を
一
つ
だ
け
鋳
造
し
た
。
弾
の
中
に
人
が
乗
り
込

み
、
弾
薬
の
力
で
空
へ
と
射
出
さ
れ
て
金
星
等
に
行
っ
た
」
と
あ
る
。

〈
22
〉 

熊
、
前
掲
「
地
球
末
日
記
」
に
は
梁
啓
超
訳
「
世
紀
末
日
記
」

と
酷
似
す
る
部
分
が
二
カ
所
あ
る
。「
地
球
末
日
記
」
の
「
於
是
以

最
上
之
眼
界
、
一
瞥
太
空
。
萬
有
之
形
一
切
死
、
萬
有
之
相
一
切

死
、
萬
有
之
聲
一
切
死
、
萬
有
之
色
一
切
死
。」（
熊
、
前
掲
文
、
一

九
〇
九
年
九
月
二
七
日
第
二
版
）
と
「
既
至
日
球
、
此
十
萬
二
人
、

以
倏
然
物
外
之
眼
、
遙
望
故
鄉
、
見
無
量
家
、
無
量
族
、
無
量
部

落
、
無
量
邦
國
、
無
量
聖
賢
、
無
量
豪
傑
、
無
量
癡
人
、
無
量
鄙

夫
、
無
量
愛
戀
、
無
量
憎
惡
、
無
量
歡
喜
、
無
量
悲
愁
、
凡
人
類
之

所
經
營
、
所
構
造
、
其
遺
留
於
地
珠﹇
球
﹈末
日
者
、
了
無
一
物
。
於
是
黃

人
即
從
座
起
、
而
說
偈
曰
：
『
一
切
有
為
法
、
如
夢
幻
泡
影
、
如
露

亦
如
電
、
應
作
如
是
觀
。』」（
熊
叔
恒
、
何
見
田
共
著
「
地
球
末
日

記
」『
漢
口
見
聞
録
』
第
四
二
一
号
、
一
九
〇
九
年
九
月
二
八
日
第

二
版
）
は
、
梁
啓
超
訳
「
世
界
末
日
記
」
の
「
彼
以
其
翛
然
物
外
之

冷
眼
、
覷
盡
此
世
界
無
量
家
、
無
量
族
、
無
量
部
落
、
無
量
邦
國
、

無
量
聖
賢
、
無
量
豪
傑
、
無
量
鄙
夫
、
無
量
癡
人
、
無
量
政
治
、
無

量
學
術
、
無
量
文
章
、
無
量
技
藝
、
乃
至
無
量
歡
喜
、
無
量
愛
戀
、

無
量
恐
怖
、
無
量
殘
酷
、
無
量
悲
愁
。
一
切
人
類
所
經
營
所
搆
造
、

其
得
遺
存
於
世
界
之
終
末
者
、
惟
此
一
物
、
惟
此
一
物
。」（
梁
啓
超

訳
「
世
界
末
日
記
」『
新
小
説
』
第
一
期
、
一
九
〇
二
年
一
一
月
、

一
一
四
頁
）
と
「
於
時
放
最
後
之
眼
界
、
一
瞥
太
空
。
萬
有
之
形
、

一
切
既
死
。
萬
有
之
相
、
一
切
既
死
。
萬
有
之
色
、
一
切
既
死
。
萬

有
之
聲
、
一
切
既
死
。」（
同
、
一
一
六
頁
）
に
似
る
。

〈
23
〉 

作
者
は
空
気
を
製
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
飛
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
空
気
に

は
水
の
よ
う
な
浮
力
が
あ
り
、
十
分
な
空
気
を
累
積
さ
せ
る
と
飛
行

軍
艦
を
空
中
に
浮
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。「
文
礽
は
「
私
奴
が
凧
の
揚
が
る
こ
と
に
つ
い
て
考
査
い
た
し
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ま
し
た
と
こ
ろ
、
鳥
が
飛
ぶ
の
も
全
て
空
気
の
力
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
に
な
ぞ
ら
ら
え
て
私
奴
が
製
作
い
た
し
ま
し
た
新
し
い
機
械
は

空
の
遙
か
彼
方
を
飛
行
し
得
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
こ
れ
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
ら
、
惑
星
間
を
行
き
来
す
る
こ
と
も
難
し
い
こ

と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
」（
陸
士
諤
『
新
野
叟
曝
言
』

上
冊
、
上
海
：
亜
華
書
局
、
一
九
二
八
年
、
七
二
頁
）、「
金
演
は

「
…
…
わ
れ
わ
れ
の
艦
は
専
ら
ほ
か
の
星
と
の
連
絡
に
用
い
ら
れ
る

が
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
も
の
困
難
が
あ
る
と
思
う
。
第
一
に
、
地
面

か
ら
二
〇
〇
〇
尺
も
離
れ
て
お
り
、
空
気
が
薄
く
、
船
体
が
上
昇
で

き
な
い
」
と
言
っ
た
。
…
…
文
礽
は
「
二
〇
〇
〇
尺
の
空
気
の
薄
さ

も
大
丈
夫
で
す
。
空
気
は
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
。
…
…

わ
れ
ら
の
こ
の
艦
は
、
地
球
を
離
れ
て
星
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
も
し
空
気
が
製
造
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
自
由
に
行
動

で
き
ま
す
か
。
…
…
惑
星
間
を
連
絡
す
る
に
は
宇
宙
を
ひ
っ
き
り
な

し
に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
が
艦
の
空
気
を

頼
み
に
し
な
け
れ
ば
、
一
体
何
を
頼
み
に
す
る
と
い
う
の
で
す
か
」」

（
同
書
、
七
五

－

七
六
頁
）。『
新
野
叟
曝
言
』
は
稀
覯
本
で
あ
り
、

入
手
困
難
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
林
健
群
博
士
に
快
く
ご
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

〈
24
〉 

「
七
星
遊
」
が
『
小
説
季
報
』
で
発
表
さ
れ
た
際
、
題
名
に
は

「
滑
稽
小
説
」
の
四
文
字
が
冠
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
主
人

公
が
太
陽
系
の
各
惑
星
を
訪
れ
た
見
聞
録
で
、
そ
こ
に
西
洋
の
天
文

学
の
知
識
も
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
こ
れ
を

科
学
小
説
で
あ
る
と
捉
え
る
。

〈
25
〉 

徐
念
慈
『
新
法
螺
先
生
譚
』
上
海
：
小
説
林
社
、
一
九
〇
五

年
、
六

－
一
〇
、
二
一

－

三
三
頁
。

〈
26
〉 

「
私
が
観
察
し
て
い
る
と
、
突
然
、
私
の
体
は
渦
巻
き
の
中
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。
私
は
驚
い
て
度
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
か
ら
引
力
の
中
心
点
へ
と
落
ち
る
時
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
私
は
よ
く
よ
く
考
え
て
か
ら
理
解
し
た
。
私
が
押
し

流
さ
れ
た
所
は
金
星
の
南
極
点
だ
っ
た
の
だ
。
大
抵
の
惑
星
は
、
自

転
す
る
力
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
根
本
の
要
素
が
あ
ち
こ
ち

と
動
き
回
り
、
く
っ
つ
い
た
り
分
裂
し
た
り
し
て
、
多
種
多
様
な
動

植
物
や
鉱
物
が
で
き
あ
が
る
。
物
体
が
で
き
あ
が
っ
て
も
、
惑
星
の

自
転
は
止
む
こ
と
な
く
、
物
質
の
根
本
の
要
素
も
動
き
を
止
め
る
こ

と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
物
体
は
進
化
し
、
そ
れ
は
永
遠
に

止
ま
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ
る
」（
徐
、
前
掲
書
、
三
〇

－

三
一

頁
）。

〈
27
〉 

利
言
、
廑
父
共
著
「
七
星
遊
」『
小
説
季
報
』
第
一
期
、
一
九

一
八
年
、
九

－

一
〇
頁
。

〈
28
〉 

同
書
、
一
〇
頁
。

〈
29
〉 

「
分
解
」
の
語
は
『
新
法
螺
先
生
譚
』
に
も
見
え
る
。「
空
気
中

に
流
れ
る
物
質
の
根
本
要
素
や
不
純
物
を
た
く
さ
ん
集
め
、
物
質
の

根
本
要
素
同
士
、
物
質
の
根
本
要
素
と
不
純
物
、
不
純
物
同
士
を
化

合
し
た
り
分
解
し
た
り
し
続
け
れ
ば
、
ど
こ
で
も
元
の
姿
に
再
現
で

き
る
」（
徐
、
前
掲
書
、
三
〇
頁
）。

〈
30
〉 
王
徳
威
『
被
圧
抑
的
現
代
性
│
│
晩
清
小
説
新
論
』
台
北
：
麦

田
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
三
頁
。

〈
31
〉 

フ
ラ
ン
ス
の
焦
奴
士
威
爾
士
著
、
日
本
の
井
上
勤
訳
、
商
務
印



69──知識の旅

書
館
編
訳
所
重
訳
『
環
游
月
球
』、
一
九
〇
四
年
。
商
務
印
書
館
版

『
環
游
月
球
』
の
三
分
の
一
は
『
月
界
旅
行
』
の
重
訳
で
あ
り
、
四

〇
頁
以
降
が
本
当
の
『
環
游
月
球
』
で
あ
る
。

〈
32
〉 
例
え
ば
、
靄
珂
が
、
彗
星
の
「
尾
と
い
う
の
は
一
体
何
な
の

か
」
と
質
問
す
る
と
、
熒
児
は
「
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。
万
物
の
中
に

は
、
彗
星
の
尾
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ま
だ
あ

る
の
で
す
」
と
答
え
て
い
る
（
愛
克
乃
斯
格
平
、
前
掲
文
、『
繍
像

小
説
』
第
五
四
期
、
六
頁
ｂ
）。
ま
た
、
靄
珂
が
木
星
か
ら
「
太
陽

を
見
る
と
、
小
さ
く
て
光
も
弱
い
。
木
星
の
人
は
、
き
っ
と
寒
さ
に

苦
労
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
考
え
て
い
る
と
、
熒
児

は
「
木
星
に
人
や
生
き
物
が
い
る
か
ど
う
か
、
私
は
知
り
ま
せ
ん
」

と
言
っ
て
い
る
（
愛
克
乃
斯
格
平
、
前
掲
文
、『
繍
像
小
説
』
第
五

五
期
、
一
四
頁
ａ
）。

〈
33
〉 

愛
克
乃
斯
格
平
、
前
掲
文
、『
繍
像
小
説
』
第
五
四
期
、
一
〇

頁
ａ
。

〈
34
〉 H

siang-Fu H
uang, “ Transferring Scientific D

iscovery to 
the Public: T

he Intram
ercurial Planet Vulcan in 1860 ,”  Public 

U
nderstanding of Science , vol. 2‌6  (3 ), 2017 , pp. 393 ‒397 .

〈
35
〉 

木
村
、
前
掲
文
、『
科
学
世
界
』
第
一
〇
期
、
五
一

－

七
三
頁
。

〈
36
〉 

「
こ
こ
の
造
人
術
は
疑
い
な
く
私
の
理
想
で
あ
る
。
人
間
の
生

存
、
運
動
、
思
想
は
す
べ
て
脳
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
新
し

い
も
の
に
取
り
替
え
れ
ば
、
歯
は
再
生
し
、
曲
が
っ
た
背
中
は
真
っ

直
ぐ
に
な
り
、
白
髪
は
再
び
黒
く
な
る
。
衰
え
た
老
人
を
た
く
ま
し

い
少
年
に
改
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
私
は

そ
の
方
法
を
ま
だ
習
得
し
て
い
な
い
が
、
帰
っ
た
後
は
資
金
を
集
め

て
脳
を
改
良
す
る
会
社
を
上
海
に
興
そ
う
。
そ
う
す
れ
ば
上
海
で

「
艾
羅
補
脳
汁
」〔
当
時
、
実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
た
滋
養
強
壮
保
健

薬
〕
を
販
売
し
て
い
る
会
社
を
瞬
く
間
に
倒
産
に
追
い
込
む
だ
け
で

は
な
く
、
わ
が
国
に
深
く
染
み
つ
い
た
悪
習
を
す
っ
か
り
入
れ
換
え

て
、
面
目
を
一
新
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」（
徐
、
前
掲
書
、
二
二

－
二
三
頁
）。

〈
37
〉 

梁
啓
超
「
少
年
中
国
説
」『
飲
冰
室
文
集
』
第
七
巻
、
上
海
：

広
智
書
局
、
一
九
〇
三
年
、
一

－

五
頁
。

〈
38
〉 

「
私
は
天
地
創
造
を
信
じ
て
い
る
。
熱
し
て
形
を
整
え
る
た

め
、
そ
の
熱
が
生
き
物
に
具
わ
り
、
原
始
生
命
体
で
あ
っ
て
も
手
を

焦
が
す
よ
う
な
熱
が
あ
る
。
最
初
の
頃
は
、
全
て
の
も
の
が
そ
の
よ

う
で
あ
っ
た
が
、
特
定
の
種
族
が
繁
殖
す
る
と
、
そ
の
熱
は
次
第
に

分
散
し
た
。
こ
の
た
め
に
地
球
で
、
早
く
に
熱
を
失
っ
た
も
の
が
、

変
温
動
物
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」（
徐
、
前
掲
書
、
二
五
頁
）。

〈
39
〉 

「
人
口
は
増
え
た
が
、
土
地
は
増
え
な
い
。
現
在
の
状
況
か
ら

未
来
の
世
界
を
予
測
す
る
と
、
土
地
が
足
り
ず
、
生
き
て
い
る
者
が

生
き
ら
れ
な
く
な
り
、
母
は
子
に
乳
を
あ
げ
ら
れ
な
く
な
り
、
瞬
く

間
に
地
球
は
飽
和
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
…
…
私
は
詳
細
に
研
究
し
、
天
文
観
察
を
し
て
、
金
星

と
木
星
の
体
積
が
地
球
の
一
〇
倍
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
や

通
信
の
対
策
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
地
球

の
人
々
を
植
民
さ
せ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
て
も
何
の
問
題
も
あ
り
ま

せ
ん
」（
陸
、
前
掲
書
、
上
冊
、
一

－

一
五
、
七
一

－

七
二
頁
）。

〈
40
〉 
陸
、
前
掲
書
、
上
冊
、
二

－

三
頁
。

〈
41
〉 

利
、
前
掲
文
、『
小
説
季
報
』
第
一
期
、
一
二

－

一
三
、
二
七
頁
。
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〈
42
〉 

司
馬
遷
撰
、
瀧
川
資
言
考
証
、
楊
海
崢
整
理
『
史
記
会
注
考

証
』
第
三
冊
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
五
一

一
、
一
五
一
八
、
一
五
二
一
頁
。
蔣
景
緘
編
訳
に
よ
る
科
学
小
説

『
火
星
飛
艇
夢
』
で
は
、
火
星
の
人
間
や
事
物
は
、
火
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
名
は
「
烈
炎
国
」
で
あ
る
し
、
住
人

の
頭
髪
は
濃
淡
が
一
様
で
は
な
い
が
赤
色
で
あ
る
。

〈
43
〉 

利
、
前
掲
文
、『
小
説
季
報
』
第
一
期
、
一
八
頁
。

〈
44
〉 

呉
献
雅
「
科
学
幻
想
與
科
学
啓
蒙
│
│
晩
清
「
科
学
小
説
」
研

究
」、
呉
岩
主
、
前
掲
書
、
八
五
頁
。

〈
45
〉 

荒
江
、
前
掲
書
、
五
三
二
頁
。

〈
46
〉 

陸
、
前
掲
書
、
下
冊
、
七
五

－

七
六
頁
。

〈
47
〉 

同
書
、
七
六
頁
。

〈
48
〉 

「
自
金
、
水
、
火
、
木
、
土
諸
星
中
、
夜
望
吾
地
、
其
光
華
爛

爛
運
行
於
天
上
、
亦
一
星
也
。
夫
星
必
在
天
上
者
也
、
吾
人
既
生
於

星
中
、
即
生
於
天
上
。
然
則
、
吾
地
上
人
皆
天
上
人
也
、
吾
人
真
天

上
人
也
。
人
不
知
天
、
故
不
自
知
為
天
人
。
故
人
人
皆
當
知
天
、
然

後
能
為
天
人
；
人
人
皆
當
知
地
為
天
上
一
星
、
然
後
知
吾
為
天
上

人
」（
康
有
為
「
自
序
」『
諸
天
講
』
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
〇

年
、
一
頁
）。

※
文
中
の
〔　

〕
は
訳
者
に
よ
る
。


